
254 INTERNET magazine 2000/12 gTLD（ジー・ティー・エル・ディー／generic Top Level Domain）：com、net、orgの3つのドメインの総称で、世界中のだれでも利用できるドメインのことを表す。これに対
して、jpやukのような国別ドメインをccTLD（country code Top Level Domain）と呼ぶ。

ドメイン名として使えるのは英数字とハイフンだけ、というこれまでの常識が変わろうとしている。日本語や中国語のように、ア

ルファベット以外の文字を使ったドメイン名サービスが続々と開始されている。こうした多言語ドメイン名サービスの現状と、技

術的な問題点をレポートする。 編集部

いよいよ開始される
多言語ドメイン名サービス

まもなく「日本語.jp」が使えるようにな

る、というニュースをお伝えしたのは先月

（2000年9月）のことだが、その後の状況の

変化により、スケジュールは若干遅れること

になった。「.jp」を管理するJPNICでは、新

設する「汎用JPドメイン名」の導入にあた

っては周知期間がさらに必要だとして、登録

受け付けを2001年の1月以降に延期した。

しかし、日本語を含む多言語ドメイン名サ

ービスは「.jp」だけの動きではなく、むしろ

日本以外での動きが活発になってきている。

10月3日には、「.com」「.net」「.org」3

つのgTLDの登録業務を行っているネットワ

ークソリューションズ（NSIレジストラー）

が、日本語、韓国語、中国語でのドメイン

名の受け付けを10月中にも開始すると発表

した。また、「.cc」（ココス諸島）、「.nu」

（ニウエ）、「.tv」（ツバル）といったドメイン

では、日本語や中国語などのドメイン名サー

ビスをすでに開始している。

こうしたサービスの開始が相次いでいる背

景には、非英語圏へのインターネットの広が

りと、アルファベットだけでは不足してきた

ドメイン名空間の問題が挙げられる。しかし、

ユーザーが本当にこうしたドメインを必要と

しているかは未知数で、技術的には解決しな

ければならない問題も数多く残っている。

相次いで開始される多言語ドメイン

ドメイン名 対応状況 URL

日本語.cc 開始済み www.nic.cc

日本語.nu 開始済み www.nunames.nu

日本語.tv 開始済み www.tv

日本語.com/.net/.org 2000年10月開始 www.nsiregistry.com

日本語.jp 2001年1月開始 www.nic.ad.jp

日本語（多言語）への対応状況

「日本語.com」がもたらす可能性

いよいよ開始される
多言語ドメイン名サービス
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INTERNET magazine 2000/12 255DNS（ディー・エヌ・エス／Domain Name System）：インターネットで用いられるIPアドレスと名前を管理するしくみ。impress.co.jpなどといったインターネットで利用するド
メインとマシンの名前は、すべてDNSによって管理されている。
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多言語ドメイン名を利用する場合には、

DNSサーバーの扱いが大きな問題となる。こ

れまで、ドメイン名に使える文字は英数字と

ハイフンに限られてきたため、現在利用され

ているほとんどのDNSサーバーでは多言語ド

メイン名には対応していない。そこで、日本

語などの文字列については、一定の法則に従

って英数字に変換する方法が考案された。

こうした変換方式は、インターネットの標

準化団体であるIETFのIDNワーキンググル

ープ によって標準化が進められている

が、現在は複数の変換方式が提案されてい

る段階で、どの方式も正式な規格にはなって

いない。ただし、.comや.jpなど多くのドメ

イン名サービスでは、RACE（Row-Based

ASCII Encoding）と呼ばれる方式を採用す

る予定としているため、この方式が標準規格

となる可能性が高くなっている。

たとえば、「www.インプレス.com」というド

メイン名をRACEによって変換すると「www.

bq--gcsphv7mxe.com」となる。こうして日

本語や韓国語といったすべての言語を英数字

に変換するため、従来のDNSの仕組みはその

ままで構わないのがRACEのメリットだ。

多言語ドメイン名では、変換方式だけでな

く文字の正規化と呼ばれる処理も重要だ。た

とえば、日本語の文字コードには全角の英数

字が存在しているが、「ｉｍｐｒｅｓｓ」

（全角）と「impress」（半角）が違うドメ

イン名として登録されるのは好ましくない事

態だ。全角と半角が存在するカタカナについ

ても同様で、実際のドメイン名登録の際に

は、全角の英数字は受け付けないか、あるい

は半角に変換したうえで登録するのが望まし

い。また、ユーザーがこうしたドメイン名に

アクセスする際には、全角で入力したドメイ

ン名については自動的に半角に変換してアク

セスできたほうがいいだろう。また、正規化

のルールに加えて、ドメイン名として使える

文字をどこまでにするかという問題もある。

たとえば★や●といった記号は使えるかどう

かといった問題もある。

こうした正規化のルールや使える文字列の

種類についての標準化は、現在のところあま

り進んでいない。しかし、日本語の場合に

は、JPNICが「.jp」における正規化や使え

る文字列のルールを、11月2日に技術細則

として公表する予定となっているため、この

ルールを他のドメインでも参考にする可能性

が高いと思われる。

www.i-d-n.net

変換方式と文字列の正規化

多言語ドメイン名をどのタイミングで英数

字に変換するかについては、いくつかの方法

が考えられている。もっとも簡単な方法は、

ウェブブラウザーなどのアプリケーションがド

メイン名を変換する方法だが、逆に言えばア

プリケーションが対応しない限りは多言語ド

メイン名を利用することはできない。

そこで、アプリケーションはそのままで、

ウィンドウズやマッキントッシュといったOS

がDNSにリクエストを出すタイミングで変換

する方法も検討されている。この方法であれ

ば多くのアプリケーションはそのままで多言

語ドメイン名が利用できるが、必ずしもすべ

てのアプリケーションに対応できるわけでは

ない。さらに、DNSサーバー側で変換する

か、DNSサーバーの手前に専用のプロキシー

を置いて対応する方法もある。いずれの方法

にも一長一短があり、実際にはこうした方法

がしばらくの間は混在するものと思われる。

文字列の変換のタイミング

多言語ドメインの変換のタイミング
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256 INTERNET magazine 2000/12 W3C（ダブル・スリー・シー／World Wide Web Consortium）：WWWの発展との相互運用性の確保のために、企業や研究所、大学をメンバーとして設立された世界的な組織。
HTMLやCSS、XMLの仕様書を勧告として公開している。

アプリケーションの中では、ウェブブラウ

ザーがもっとも早く多言語ドメイン名に対応

すると思われる。ウェブブラウザーはインタ

ーネットエクスプローラとネットスケープコミ

ュニケーターがシェアのほとんどを占めてい

るので、この2つについて個別に対応策を取

るか、それぞれのブラウザー用のプラグイン

や修正プログラムを作ればいいからだ。

また、ウェブブラウザーについては現行の

ままで多言語ドメイン名をサポートする方法

もある。たとえばインターネットエクスプロ

ーラでは、英数字以外のURLについては

UTF-8と呼ばれる文字コードで送信する仕様

になっている。そこで、DNSサーバーを

UTF-8にも対応させることで、インターネッ

トエクスプローラから多言語ドメイン名を利

用することも可能だ。

しかし、これはあくまでも過渡的な措置で

しかなく、最終的には各アプリケーションが

メールでの利用は遅れる見通し

■ドメイン名以外の多言語化

■汎用JPドメイン名のスケジュール
2001年1月22日

登録規則施行

2001年1月22日～2月23日

優先登録申請期間

2001年3月1日～3月23日

同時登録申請期間

2001年4月2日

通常の登録申請受付開始

JPドメインで日本語の登録ができるのは、

JPNICが新たに開始する「汎用JPドメイン

名」に限られる。汎用JPドメイン名とは、

これまでのJPドメイン名にあった「1組織1

ドメイン名」のような制限が大幅に緩和され

たドメイン名で、個人でも自由に申請できる

ドメイン名のことだ。汎用JPドメイン名に関

するスケジュールは右の表のようになってい

るが、これが日本語ドメイン名にもそのまま

適用される予定だ。1月22日からの「優先

登録申請期間」は、現在のJPドメイン名の

所有者や、商標や商号の所有者が優先的に

ドメイン名を申請できる期間だ。この期間が

終了した後に、3月1日からは誰でも申し込

みが可能となるが、3月23日までは、同じド

メイン名の申し込みがあった場合には抽選と

なる「同時登録申請期間」となる。こうし

た期間を経て、4月2日からは通常の先着順

による申し込みが開始される。また、日本語

ドメイン名については、実際にブラウザーな

どから使えるかどうかをテストするために、

11月からJPNICが試験的に日本語ドメイン

名を登録し、ユーザーにテストしてもらう予

定となっている。

これに対して「日本語.com」のスケジュ

ールは、10月中に受け付けを開始し、11月

中には実際に利用できるようになるとアナウ

ンスされているものの、具体的な日程につい

ては未定となっている。ドメインの登録はこ

れまでと同様に先着順が予定されているため、

実際に受け付けが開始された段階では、かな

りの混乱も予想される。

両者とも日本語（多言語）ドメイン名は

技術的な試験として開始するとしているが、

ドメイン名の登録そのものは正式な登録とい

う扱いになる。

スケジュールはまだまだ流動的

RACEなどの文字列変換に対応することが望

ましい。各アプリケーションメーカーがいつ

ごろ対応するかは未定だが、前述のIDNワー

キンググループでは来年の6月頃を目途にド

メイン名の変換プロコトルをRFCとして公開

する予定となっている。おそらくはこの時期

が1つの目安となるだろう。

ただし、メールについてはかなり対応が遅

れそうだ。メールの場合にはメールソフトだ

けでなくメールサーバーの側でも多言語ドメ

イン名への対応が必要となるが、現在のとこ

ろメールサーバーは多言語ドメイン名への対

応が大きく遅れているという厳しい状況とな

っている。

また、メールの場合には、パソコンだけで

なくiモードのような端末からの利用も考慮す

る必要があるが、こうした端末が多言語ドメ

イン名にも対応するのはさらに時間がかかる

ことが予想される。したがって、こうした状

況を考えると、残念ながらメールアドレスに

日本語を使えるようになるのは、まだ当分先

になる見通しだ。

ドメイン名以外では、URLの多言語化がW3Cによっ

て進められている 。しかし、現在の仕様では

「http://www.日本語.com」は「http://www.%e6

%97%a5%e6%9c%ac%e8%aa%9e.com/」と

いった、多言語ドメイン名とは異なる方式の変換が

推奨されている。

つまり、ブラウザーがこうした規則に従うならば、ド

メイン名を変換してDNSサーバーにIPアドレスを問

い合わせる場合と、ウェブサーバーにURLを送る場

合の2つの変換方式をサポートしなければならない。

www.w3.org/International/
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INTERNET magazine 2000/12 257ICANN（アイキャン／Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）：IPアドレスの割り当てと、ドメイン名の調整を行う非営利公益法人。それまでアメ
リカ政府との契約によって、IPアドレスとドメイン名の調整を行ってきたIANAの機能を移管した組織。

ネットワークソリューションズ
マネージングディレクター

カズミ・バスキン
photo: Watari Tokuhiro

■次の中心はアジア圏
インターネット上のコンテンツで使われて

いる言語は、英語が51％で、その他の言語

が49％であるという調査があります。英語

の次に使われているのが日本語で、だいた

い49％のうちの12％程度にも上るそうで

す。こうした調査からも、これからのイン

ターネットの成長の中心はアジアとなるであ

ろうとネットワークソリューションズ（NSI）

でも考えています。多言語ドメイン名サー

ビスは、まさにこうした状況にもとづくもの

です。このサービスが開始されてしまえば、

インターネットの世界は、二度とアスキー

キャラクター（英数字）だけの世界には戻

れなくなってしまうでしょう。

ただし、誤解のないようにしておきたいの

は、多言語ドメイン名サービスを開始する

のはNSIだけではないという点です。現在、

NSIではレジストリーとレ

ジストラーの役割は完全に

独立しています。今回のサ

ービス開始はNSIのレジス

トリー部門である「ベリサ

イン・グローバル・レジス

トリー」が8月24日に発表

した、多言語ドメイン名の

受け付けを開始するという

発表を受けてのものです。

したがって、NSI以外のほ

かのレジストラーでも、同

時期にサービスを開始する

予定です。

■10月中にもサービス開始
サービスの開始は10月中を予定していま

す。NSIレジストラーとしての体制は整って

いるので、サービス開始が遅れるとすると、

レジストリー側の問題になります。

登録が開始されてから、実際に利用でき

るようになるまでには1か月かかる予定にな

っています。ドメイン名に使える文字や、

文字の正規化などについては、この間に決

定される予定です。多言語といってもこれ

までの「.com」ドメインのスタンスと変わり

はありませんので、ドメイン名の登録は先着

順となります。また、ドメイン名に関する紛

争は、ICANNが策定した統一ドメイン紛争

処理方針にしたがって、WIPOなどの調停

機関に紛争処理を依頼することになります。

ただし、テスト期間中にはこうした問題が

頻発する可能性が高いことも予想されます。

しかし、NSIレジスト

ラーとしては、申請のあ

ったドメイン名について

は、申請者によって区別

することなく、中立の立

場で申請を受け付けます。

また、こうしたテスト期

間中の特別なドメイン名

であるため、通常のドメ

イン名とは違って登録期

間は1年として、料金も

NSIレジストラーの2年分

の料金（70ドル）の半分

程度となる予定です。

■ドメイン名の登録
ただし、テスト期間とは言っても、ドメ

イン名の登録は正式なものです。登録開始

から1か月後には、ドメイン名として利用で

きるようになります。この段階で、DNSの

ルートサーバーなどに負荷がないかといった、

実際の運用上のテストになるわけです。

ただし、その段階ですぐにユーザーが多言

語ドメイン名を使えるようになるわけではあ

りません。ドメイン名の変換自体はRACE

を用いますので、内部的にはこれまでの英

数字のドメイン名と変わりません。しかし、

ウェブブラウザーやメールソフトなどのソフ

トウェア側では、こうしたテスト期間で徐々

に対応していくだろうと考えています。ま

た、こうした実際の運用を通して、標準化

を進めているIETFにもフィードバックをか

けていくことになるでしょう。

まだIETFで標準化もされていないのに、

こうしたサービスを始めるのは勇み足ではな

いのか、という意見を耳にすることもありま

す。しかし、誰かが始めなければいつまで

経っても標準化はできないのではないでしょ

うか。テストに参加する人数は多いほどい

いわけですから、標準化を待つのではなく、

積極的に登録を行って標準化に参加すべき

だと考えます。

今回の多言語ドメイン名サービス開始は、

単にドメインが増えるというだけでなく、こ

れまでアメリカ中心と言われてきたインター

ネットが変化を迎える象徴的なできごとに

なるのではないでしょうか。
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